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第
一
章　

地
区
の
沿
革

第
一
節 

夜
明
か
ら
明
治
へ

一　

地
区
の
概
況

私
た
ち
の
郷
土
「
三
花
」。
私
た
ち
が
生
ま
れ
、
育
ち
、
住
み
、

く
ら
し
て
い
る
こ
の
土
地
。

三
花
と
は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
三
花
は
何
処
に
あ
る
の
か
。

大
分
県
日
田
市
大
字
三
和　

と　

大
字
花
月

こ
れ
が
、
現
在
の
三
花
の
、
戸
籍
で
の
名
前　
　

行
政
区
画
上

の
呼
称
、
で
あ
る
。

日
田
市
は
、
大
分
県
の
西
の
県
境
い
に
あ
っ
て
、
福
岡
県
と
接

し
て
い
る
。

三
花
は
、
そ
の
日
田
の
中
心
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
、
北
東
の
方

向
へ
放
射
状
に
拡
が
り
、
三
角
形
を
二
つ
、
つ
な
い
だ
よ
う
な
形

に
な
っ
て
い
る
。
蝶
が
南
へ
向
か
っ
て
飛
ぶ
形
と
も
見
ら
れ
る
。

南
西
の
三
角
形
が
大
字
三
和
、
北
東
の
三
角
形
が
大
字
花
月
、

こ
の
二
つ
の
三
角
形
の
角
を
つ
な
い
だ
細
い
つ
な
ぎ
目
が
、
両
大

字
の
ほ
ぼ
境
界
に
あ
た
る
。

東
か
ら
南
へ
日
田
市
西
有
田
地
区
、
南
の
一
部
は
同
じ
く
光
岡

地
区
、
西
も
同
じ
く
光
岡
、
朝
日
、
小
野
各
地
区
、
北
は
下
毛
郡

山
国
町
と
、
そ
れ
ぞ
れ
隣
り
あ
っ
て
い
る
。

最
も
高
い
と
こ
ろ
で
、
北
端
の
大
将
陣
山
が
標
高
九
一
〇
メ
ー

ト
ル
。

距
離
に
し
て
、
南
北
が
羽
野
か
ら
大
将
陣
山
ま
で
約
九
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
東
西
が
大
石
峠
か
ら
千
倉
ま
で
約
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
。
面
積
三
三
・
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

大
将
陣
山
の
下
か
ら
流
れ
出
た
花
月
川
が
、
北
西
か
ら
来
た
小

野
川
と
、
藤
山
で
合
し
て
、
三
花
地
区
を
つ
ら
ぬ
い
て
南
へ
下
る
。

こ
の
川
は
ま
た
、
地
区
の
外
れ
で
、
東
か
ら
の
有
田
川
を
併
せ

て
、
西
へ
流
れ
、
や
が
て
隈
川
と
出
会
っ
て
、
三
隈
川
、
筑
後
川

と
名
前
を
変
え
て
、
海
へ
向
か
う
。

三
花
の
メ
イ
ン
・
ロ
ー
ド
は
、
こ
の
花
月
川
に
沿
っ
て
、
日
田
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と
中
津
を
結
ぶ
、国
道
ニ
一
二
号
線
で
あ
る
。
こ
れ
と
平
行
し
て
、

県
道
が
走
っ
て
い
る
が
、
も
と
は
こ
ち
ら
の
方
が
国
道
だ
っ
た
。

地
区
の
南
か
ら
、
山
田
原
を
通
っ
て
大
鶴
、
そ
し
て
小
石
原
へ

向
か
う
道
路
が
県
道
大
鶴
熊
取
線
。

四
方
を
ぐ
る
り
と
山
に
か
こ
ま
れ
て
い
る
日
田
は
、
ど
こ
へ
出

る
に
も
、
峠
越
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
田
の
北
辺
に
あ

る
三
花
も
北
の
方
角
は
当
然
山
地
で
あ
り
、
北
へ
向
か
っ
て
坂
が

上
っ
て
い
く
。

そ
し
て
山
国
町
へ
出
る
関
門
が
、む
か
し
か
ら
名
を
知
ら
れ
た
、

伏
木
峠
と
大お
し

石が

峠と
う

で
あ
る
。
伏
木
に
は
石
坂
が
あ
り
、
大
石
峠
に

は
隧ト
ン

道ネ
ル

が
あ
る
。

山
峡
の
わ
ず
か
な
平
地
に
も
、
こ
つ
こ
つ
と
田
を
作
っ
て
い
る

人
の
姿
が
、
こ
の
地
区
の
奥
で
は
見
ら
れ
る
。

二　

豊
後
風
土
記
の
五
郷

三
花
と
い
う
呼
び
方
は
、
三
和
と
花
月
の
両
大
字
を
ひ
っ
く
る

め
た
地
域
を
指
す
、
便
宜
的
な
、
い
わ
ば
俗
称
で
あ
る
。

三
和
と
い
い
、
花
月
と
い
う
の
も
、
明
治
以
後
の
、
二
つ
の
村

の
名
だ
か
ら
、
比
較
的
新
し
い
。

で
は
、
古
く
は
何
と
云
っ
て
い
た
の
か
。 

日
田
の
こ
と
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
、
も
っ
と
も
古
い
記
録

は
、『
豊
後
風
土
記
』
で
あ
る
。

こ
れ
は
地
誌
的
な
記
録
の
書
物
で
、
一
説
で
は
、 

一
〇
世
紀
始

め
の
延
長
三
年
（
九
二
五
）
に
、
中
央
政
府
の
命
に
よ
っ
て
、
各

国
か
ら
選
進
し
た
風
土
記
の
中
の
一
つ
、
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
書
に
は
、
伝
承
的
な
地
名
の
起
源
説
と
か
、
地
理
的
な
制

度
と
か
が
、
述
べ
て
あ
る
。

日
田
郡
に
つ
い
て
は
、

　

日
田
ノ
郡こ
お
り、

郷さ
と

ハ
五
所
、
里こ
ざ
とハ

一
十
四
、
駅う
ま
やハ

一
所
ナ
リ
。

　
　
（
原
漢
文
）

風
土
記
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
撰
進
さ
れ
た
、『
和わ

名み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ
う

抄し
ょ
う』

と
い
う
書
物
に
よ
る
と
、
右
の
郷さ
と

と
は
、

　

在あ
り

田た

、
夜や

開け

、
日わ
た

理り

、
叉ゆ
ぎ
い連
、
石い
し

井い

の
五
郷
に
相
当
す
る
。

こ
れ
を
後
世
の
三
花
の
地
名
に
、
あ
て
は
め
て
、
ど
の
郷
に
含

ま
れ
る
か
、
と
い
う
と
、

　

在
田
郷　
　

市
ノ
瀬

　

夜
開
郷　
　

羽
野
、
用
松
、
財
津
、
藤
山
、
秋
原

と
さ
れ
て
い
る
。
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現
在
の
小
河
内
は
、在
田
郷
の
中
の
長（
マ
マ
）

小
野
に
含
ま
れ
て
い
る
、

と
思
わ
れ
る
。

在
田
郷
は
、
今
の
東
西
両
有
田
地
区
と
城
内
と
で
あ
る
が
、

夜
開
郷
は
、
現
夜
明
地
区
よ
り
は
は
る
か
に
広
く
、
大
鶴
、
小
野
、

三
花
地
区
の
大
部
分
と
、
西
有
田
の
一
部
ま
で
も
、
含
む
地
域
で

あ
る
。

郷
と
い
う
呼
称
は
、
い
つ
ご
ろ
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
か
、
確

か
な
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い

人
々
の
生
活
が
充
実
し
て
、
複
雑
と
な
り
、
意
識
も
進
ん
で
く

る
と
、
一
方
で
は
国
家
と
い
う
よ
う
な
認
識
と
同
時
に
、
ま
た
片

方
で
は
、
生
活
実
感
を
捕
え
る
単
位
と
し
て
、
も
っ
と
小
さ
な
、

身
近
か
な
集
落
が
、
す
べ
て
の
基
準
と
な
っ
て
く
る
。

平
安
後
期
の
荘
園
制
の
こ
ろ
か
ら
、
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
郷

と
同
じ
範
囲
か
、
も
少
し
小
さ
い
く
ら
い
の
単
位
と
し
て
の
、

「
庄し
ょ
う、

名み
ょ
う」

と
い
う
よ
う
な
名
称
を
経
て
、
ま
だ
も
っ
と
小
さ
な

単
位
に
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
状
況
に
応
じ
た
、
名
前
が
生

ま
れ
る
。

そ
れ
が
現
在
の
字
、
小
字
で
あ
る
。

い
く
つ
か
の
字
を
ま
と
め
た
村
が
、行
政
単
位
と
な
っ
た
と
き
、

時
代
は
近
世
に
入
っ
て
い
た
。

郷
と
い
う
単
位
は
、
人
々
の
意
識
に
上
ら
な
く
な
り
、
そ
の
名

称
は
、
有
田
、
夜
明
、
渡
里
、
石
井
の
よ
う
に
、
旧
郷
中
の
一
部

に
残
る
ば
か
り
に
な
る
。

三　

天
領
日
田

古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
、
日
田
の
状
況
は
、
断
片
的
に
し

か
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
平
安
時
代
の
中
ご
ろ
か
ら
、
日
田
郡
に

は
大
蔵
氏
が
郡
司
と
し
て
立
つ
。
中
央
貴
族
に
、
荘
園
と
し
て
土

地
を
提
供
し
、
名
目
的
に
は
そ
の
管
理
を
委
任
さ
れ
た
者
、
実
質

上
は
支
配
す
る
者
と
し
て
、地
位
を
確
保
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

大
蔵
氏
が
滅
亡
す
る
と
、
豊
後
守
護
大
名
の
大
友
氏
に
従
い
、

大
友
が
豊
臣
に
潰
さ
れ
る
と
、
豊
臣
直
轄
領
の
太
閤
蔵
入
地
と

な
っ
て
、
代
官
宮
木
長
次
郎
が
着
任
す
る
。

豊
臣
滅
亡
の
後
は
、
徳
川
政
権
の
下
で
、
幕
府
直
轄
領
す
な
わ

ち
天
領
と
し
て
、
大
名
預
り
、
代
官
支
配
に
な
り
、
そ
し
て
あ
る

時
は
大
名
領
へ
と
、
数
回
変
転
し
、
貞
亨
三
年
（
一
六
八
六
）
親

藩
松
平
大
和
守
直
矩
が
転
封
し
た
後
、
天
領
代
官
支
配
所
と
し
て

定
着
す
る
。

江
戸
幕
府
は
、
行
政
区
画
を
、
道
路
も
し
く
は
河
川
に
沿
っ
て
、
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村
々
を
割
り
つ
け
た
。

こ
れ
を
筋
と
い
っ
て
い
る
。

　
　

渡
里
筋
、
城
内
筋
、
高
瀬
筋
、
小
野
筋
、
大
肥
筋
、
大
山
筋
、

　
　

津
江
筋
、
口
五
馬
筋
、
奥
五
馬
筋

で
あ
る
。

現
三
花
に
属
す
る
村
を
見
る
と
、

　
　

小
野
筋　

用
松
村
、
財
津
村
、
藤
山
村
、

　
　
　
　
　
　

台
村
、
秋
原
村
、
伏
木
村

　
　
　
　
　
　

ほ
か
に
現
小
野
地
区
の

　
　
　
　
　
　

河
内
村
、
竹
尾
村
、
林
村

　
　
　
　
　
　

小
竹
村

　
　

渡
里
筋　

羽
野
村

こ
の
な
か
に
は
、
市
ノ
瀬
村
は
か
っ
て
の
在

田
郷
で
、
森
藩
領
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
含

ま
れ
て
い
な
い
。

こ
の
う
ち
、
小
野
筋
の
村
む
ら
は
、
北
小
野

に
あ
っ
た
金
山
の
こ
と
か
ら
、
金
山
付
小
野
筋

一
〇
ヶ
村
と
称
ば
れ
た
。

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
松
平
直
矩
が
、
姫
路

一
五
万
石
か
ら
移
封
さ
れ
て
来
た
と
き
、
小
野

筋
一
〇
ヶ
村
は
天
領
と
し
て
残
さ
れ
、
天
草
代
官
の
支
配
下
に

入
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

こ
の
時
、
藤
山
村
で
は
、
村
が
公
領
と
私
領
と
に
分
割
さ
れ
て

も
、
入
会
林
は
従
来
ど
お
り
に
共
同
管
理
す
る
こ
と
、
を
申
し
合

わ
せ
て
い
る
。

そ
し
て
四
年
後
に
、
松
平
の
山
形
転
封
後
、
再
び
日
田
郡
が
天

「日田郡絵図」から　小野筋の村むら
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領
と
な
っ
て
、
小
川
藤
左
衛
門
正
久
が
代
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
際
に

も
、
小
野
筋
一
〇
ヶ
村
と
大
肥
筋
と
は
、
天
草
代
官
服
部
六
左
衛

門
の
支
配
地
に
置
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
享
保
五
年
（
一
七
二
〇)

天
草
代
官
の
豊
前
支
配
地
が
、

日
田
代
官
の
支
配
下
に
移
さ
れ
、
池
田
喜
八
郎
季
隆
（
大
分
の
高

松
に
在
陣
し
た
）
代
官
の
支
配
高
が
一
〇
万
石
を
越
え
た
と
き
に
、

同
時
に
復
帰
し
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
の
ち
、
小
野
筋
の
村
に
つ
い
て
、
支
配
の
変
更
は
な
い
。

四　

村
の
す
が
た

こ
こ
で
、
か
つ
て
の
村
が
、
ど
ん
な
よ
う
す
だ
っ
た
か
を
、

ち
ょ
っ
と
眺
め
て
お
こ
う
。

享
保
一
〇
年
（
一
七
二
五
）
三
月
、
代
官
所
の
指
令
で
、
羽
野

村
の
人
口
動
態
、
田
畑
、
耕
作
の
状
況
、
山
林
、
入
会
場
そ
の
ほ

か
村
の
特
殊
事
情
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
面
に
わ
た
っ
て
書
き
上
げ
て
、

村
代
表
か
ら
提
出
し
た
『
羽
野
村
明
細
帳
』
が
あ
る
。
頭
の
部
分

が
少
し
破
れ
て
失
わ
れ
て
い
る
が
、
大
体
の
こ
と
は
わ
か
る
。

村
の
人
口
は
、
男
八
四
人
、
女
七
一
人
、
計
一
五
五
人
。

田
地
持
ち
の
本
百
姓
ニ
一
軒
、水
呑
百
姓
一
三
軒
。山
伏
、医
者
、

座
頭
が
各
一
人
、
盲
僧
一
人
。
農
業
の
合
間
の
農
具
鍛
治
、
小
商

人
、
三
味
線
弾
き
が
一
人
ず
つ
。
ほ
か
に
造
酒
屋
二
軒
。

庄
屋
の
財
津
久
右
衛
門
と
、
組
頭
二
名
が
村
役
。

庄
屋
の
屋
敷
に
は
、
八
坪
の
郷
蔵
が
設
け
ら
れ
て
、
扶
食
米
や

積
出
前
の
租
米
な
ど
が
、
納
め
て
あ
っ
た
。
屋
敷
前
に
高
札
が
掲

げ
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
頃
の
羽
野
村
の
石
高
は
三
七
四
石
。
正
確
な
年
貢
の
高
は

不
明
だ
が
、
定
免
と
い
う
決
め
ら
れ
た
割
合
で
い
く
と
、
六
割
か

ら
七
割
近
く
。
そ
の
三
分
の
一
は
お
金
ー
当
時
の
通
貨
で
は
銀
ー

で
、
三
分
の
二
は
現
物
の
米
で
、
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、

田
舎
の
こ
と
で
銀
が
な
い
か
ら
と
、
全
部
米
で
出
す
よ
う
に
願
い

出
て
い
る
。

租
米
は
中
津
ま
で
運
ん
で
行
く
。
駄
賃
は
出
る
に
し
て
も
、
何

百
俵
と
い
う
米
を
、
山
坂
を
越
え
て
運
ぶ
の
は
、
並
た
い
て
い
の

労
苦
で
は
な
い
。

田
は
、
七
割
ば
か
り
が
裏
作
で
麦
を
作
っ
た
。

そ
の
ほ
か
作
物
と
し
て
は
、粟
、木
綿
、稗
、大
豆
、小
豆
、蕎
麦
、

少
し
の
野
菜
。

と
り
立
て
て
産
物
と
い
え
る
よ
う
な
も
の
は
、
な
い
。

牛
は
、
牡
一
四
、
牝
九
、
計
二
三
頭
。
馬
は
牡
が
三
頭
。
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秩ま
ぐ
さ

場ば

が
、
他
村
と
の
入
会
四
ヶ
所
。
う
ち
一
ヶ
所
は
千
倉
野

に
あ
っ
た
。
柴
薪
伐
場
四
ヶ
所
。

そ
の
頃
の
羽
野
村
、
い
ま
の
天
神
町
近
辺
の
す
が
た
、
人
々
の

く
ら
し
の
よ
う
す
な
ど
が
、
大
ま
か
に
で
も
想
像
で
き
る
だ
ろ
う

か
。も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
あ
る
一
時
期
の
、
一
特
定
地
域
を
、
ち
ら

り
と
覗
い
た
だ
け
で
あ
る
が
、
近
世
の
間
は
、
ど
こ
の
村
む
ら
で

も
、
そ
ん
な
に
変
わ
っ
た
姿
は
、
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

村 正保 正徳四年
（日田郡村々毛付高）

元禄１４年
（ 豊 後 国 郷 帳 ）

天保５年
（ 豊 後 国 郷 帳 ）

嘉永３年
戸数－人口

羽 野 村
石

349
石 斗 升 合

371,5,8,8
石 斗 升 合

374,1,1,2
石 斗 升 合

376,8,6,9 63 － 253

用 松 村 556 562,1,7,5 562,7,4,3 565,1,2,6 63 － 263

財 津 村 532 505,0,9,7 534,5,5,4 539,1,3,3 85 － 381

藤 山 村 194 180,2,4,9 200,9,5,3 201,3,8,7 28 − 131

台 村 39 32,8,7,3 41,6,0,6 42,6,7,6 10 − 105

秋 原 村 95 96,5,1,7 97,3,5,6 97,8,9,3 53 － 199

市ノ瀬村 192 久留島領 140,0,1,6 210,2,7,6
(219 ,9 ,9 ,6)

小河内村 3 〃 34,6,7,8 小寒水村に含む

伏 木 村 201 109,3,2,8 214,0,5,7 215,8,1,9 54 － 344

日 田 郡 文禄２年　太閤検地 28542,8,5,0　 正徳４年 27832,5,8,4

表
１ 

三
花
村
旧
石
高
変
遷
表

明治の旧高旧領調べによる石高も、天保５年のときと殆んど変わっていない。
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第
二
節　

明
治
か
ら
大
正
ー
昭
和
へ

一　

日
田
県
ー
大
分
県
へ
の
編
入

明
治
維
新
に
よ
っ
て
新
政
府
が
生
ま
れ
、
慶
応
四
年(

一
八
六
八
）

閏う
る
う

四
月
に
は
、日
田
県
が
誕
生
す
る
。同
年
の
六
月
一
一
日
に
は
、

初
代
の
日
田
県
知
事
と
し
て
松
方
正
義
が
着
任
し
た
。

当
時
は
廃
藩
置
県
の
ま
え
で
、
そ
れ
ま
で
の
諸
藩
が
も
と
の
ま

ま
の
形
で
残
っ
て
い
た
が
、
日
田
は
旧
幕
領
で
あ
っ
た
た
め
、
接

収
さ
れ
て
、
日
田
県
と
し
て
新
政
府
の
直
轄
地
と
な
っ
た
わ
け
で

あ
る
。

日
田
県
役
所
は
、
北
豆
田
村
の
旧
西
国
筋
郡
代
役
所
跡
に
置
か

れ
る
。第

八
大
区
二
小
区
に
編
入

明
治
三
年
末
に
二
代
知
事
と
し
て
野
村
宗
七
（
盛
秀
）
が
着
任

し
、
こ
の
あ
と
廃
藩
置
県
に
よ
り
四
年
一
一
月
一
四
日
、
大
分
県

が
置
か
れ
、
日
田
県
も
こ
れ
に
編
入
さ
れ
る
。
大
分
県
は
県
下
の

一
七
町
、
一
八
〇
一
村
を
、
八
大
区
一
五
九
小
区
に
分
け
て
お
さ

め
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
大
区
小
区
制
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
町
や
村

の
区
画
や
、
庄
屋
な
ど
古
く
か
ら

の
組
織
を
無
視
し
て
、
府
県
ー
大

区
―
小
区
の
新
区
画
を
つ
く
り
、

区
長
・
戸
長
な
ど
新
設
の
行
政
吏

に
国
の
行
政
を
お
こ
な
わ
せ
る
制

度
で
あ
っ
た
。

日
田
郡
は
第
八
大
区
と
な
り
、

郡
内
の
二
町
九
一
村
は
一
一
の
小

区
に
分
け
ら
れ
、
三
花
地
区
の
各

村
は
、
小
野
地
区
と
と
も
に
二
小

区
に
編
入
さ
れ
る
。

『
日
田
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
五

年
二
月
一
七
日
に
は
第
八
大
区
会

所
（
市い
ち

郷ご
う

会
所
）
が
発
足
し
て
い

る
。
当
初
は
大
区
会
所
に
各
小
区

の
戸
長
・
副
戸
長
を
交
代
で
詰
め

さ
せ
た
が
、
六
年
三
月
に
は
会
所

小区 戸 数 正 副 戸 長 名 村 名
１

２

8 6 5

6 7 3

高倉源助・長野類平・帆
足十左衛門、長尾左兵衛

財津観作・山本貫一・中
村文吉・江田禎三

坂本・石松・池辺・市ノ瀬・長小野・
月出山・上手・西池辺・羽田・中尾・
諸留・小寒水
羽野・用松・財津・藤山・秋原・台・
伏木・河内・小竹・林・竹尾

表２　第８大区（１．２小区）一覧（明治７年３月）

（「日田市史」より）
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（
区
長
）
を
廃
し
、
各
小
区
ご
と
に
用
務
所
を
置
き
、
ま
た
小
区
内

に
は
伍
長
や
保
長
な
ど
が
置
か
れ
た
と
い
う
。

二　

三
花
村
の
誕
生

大
区
小
区
制
の
も
と
で
の
明
治
八
年
三
月
に
、
小
村
の
合
併
が

強
行
さ
れ
、
こ
の
と
き
、
古
く
か
ら
の
羽
野
村
、
藤
山
村
な
ど
の

村
名
が
き
え
、
新
た
に
三
和
村
・
花
月
村
が
生
ま
れ
る
。
だ
が
、

新
生
の
両
村
と
も
、
小
野
村
を
ふ
く
め
て
、
八
大
区
の
二
小
区
に

編
入
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

三
和
村
（
羽
野
・
用
松
・
財
津
）

花
月
村
（
藤
山
・
秋
原
・
市
ノ
瀬
・
伏
木
・
台
）

小
野
村
（
河
内
・
林
・
竹
尾
・
小
竹
）

こ
の
明
治
八
年
の
合
併
を
、「
三
花
村
沿
革
史
碑
」（
後
述
）
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
明
治
）
八
年
三
月
県
令
森
下
景
端
ノ
布
逹
ニ
ヨ
リ
羽
野　

用

松　

財
津
ノ
三
村
ヲ
合
併
シ
三
和
村
卜
称
シ
藤
山　

秋
原　

市
之
瀬　

伏
木
ノ
四
村
ヲ
花
月
村
卜
称
シ
区
長
今
泉
力
太
郎

任
命　

後
第
一
第
ニ
ノ
両
小
区
合
併　

西
有
田
上
手
二
用
務

所
ヲ
置
カ
レ
今
泉
氏
区
長
二
重
任　
　
（
以
下
略
）

こ
の
あ
と
明
治
一
一
年
七
月
に
大
区
小
区
制
は
廃
止
さ
れ
、
あ

ら
た
に
郡
区
町
村
編
成
法
な
ど
が
公
布
さ
れ
る
。
伝
統
的
町
村
を

認
め
た
こ
の
新
制
度
に
よ
っ
て
、
大
区
小
区
の
な
か
に
埋
ま
っ
て

い
た
三
和
村
、
花
月
村
は
、
行
政
区
画
と
し
て
復
活
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

地
方
行
政
の
系
統
は
、
県
令　
　

郡
長　
　

町
村
戸
長
の
形
に

統
一
さ
れ
、
同
年
一
一
月
に
は
新
制
度
（
郡
長
設
置
）
の
も
と
に

日
田
郡
役
所
が
置
か
れ
、
初
代
郡
長
に
桑
名
豊
山
が
着
任
す
る
。

明
治
一
七
年
に
連
合
村

こ
の
の
ち
、
全
国
的
に
郡
役
所
に
よ
る
合
併
指
導
が
な
さ
れ
、

一
七
年
か
ら
は
旧
来
の
村
は
そ
の
ま
ま
残
し
な
が
ら
、
数
村
を
ひ

と
り
の
戸
長
、
ひ
と
つ
の
役
場
で
運
営
す
る
連
合
村
の
形
が
で
き

る
。
三
和
村
と
花
月
村
も
、
こ
の
一
七
年
に
合
同
し
て
連
合
村
と

な
り
、
両
村
で
戸
長
、
役
場
を
共
有
す
る
。

こ
こ
で
前
述
の
「
三
花
村
沿
革
史
碑
」
の
記
述
を
ふ
た
た
び
引

用
す
る
。

第８大区
２小区
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（
明
治
）
十
一
年
七
月
太
政
官
達
ヲ
以
テ
郡
区
町
村
編
成
法

発
布　

大
小
区
ヲ
廃
シ
各
分
離
シ
テ
小
野　

花
月　

三
和
ノ

三
村
ト
ナ
レ
リ　

花
月
戸
長
財
津
豊
一　

三
和
戸
長
廣
瀬
範

三
任
命　

十
七
年
九
月
両
村
合
同
三
和
外
一
村
役
所
ヲ
財
津

二
置
ク　

戸
長
中
島
右
左
衛
門
任
命　

後
合
原
経
吉
卜
交
迭

ス
（
以
下
略
）

明
治
ニ
一
年
四
月
、
政
府
は
市
制
町
村
制
を
公
布
し
、
こ
れ
に

よ
っ
て
さ
ら
に
町
村
合
併
が
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。明

治
二
二
年
に
三
花
村
へ

日
田
郡
で
も
明
治
二
二
年
四
月
一
日
に
町
村
合
併

が
行
わ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
二
町
四
九
村
が
二
町
一
八

村
と
な
る
。
こ
の
と
き
、
三
和
村
と
花
月
村
も
合
併
、

村
名
は
旧
村
名
を
一
字
ず
つ
つ
な
い
で
三
花
村
と
し
、

新
し
い
村
が
誕
生
す
る
。

三
花
村
は
、
同
年
四
月
に
初
め
て
村
会
議
員(

一
二

名
）
の
選
挙
を
行
い
、
七
月
に
は
初
代
村
長
と
し
て

財
津
永
義
が
就
任
す
る
。
当
時
の
村
長
、
助
役
は
、
村

会
で
の
村
会
議
員
の
投
票
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
無
給

を
原
則
と
し
た
名
誉
職
で
あ
っ
た
。

村
役
場
は
、
用
務
所
時
代
か
ら
龍
川
寺
境
内
の
現
「
る
ん
び
に

い
保
育
園
」
の
付
近
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
大
正
一
五
年
一
〇
月

に
大
字
三
和
字
又
五
屋
敷
二
六
七
五
番
地
（
今
の
財
津
町
公
民
館
の

地
）
に
改
築
さ
れ
る
。
こ
の
村
役
場
改
築
に
さ
い
し
、
エ
費
の
寄

付
者
の
芳
名
と
と
も
に
、
村
の
沿
革
を
し
る
し
た
前
記
の
「
三
花

村
沿
革
史
碑
」
が
建
て
ら
れ
、
碑
は
役
場
跡
に
残
っ
て
村
の
歴
史

を
い
ま
に
伝
え
て
い
る
。

村
役
場
跡
に
残
る
「
三
花
村
沿
革
史
碑
」
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三
花
村
は
こ
の
の
ち
、
昭
和
一
五
年
に
町
村
合
併
し
て
日
田
市

に
な
る
ま
で
、
五
二
年
間
つ
づ
く
こ
と
に
な
る
。

三　

町
村
合
併
で
日
田
市
へ

昭
和
一
五
年
、
日
田
町
を
中
心
と
す
る
一
町
六
カ
村
が
合
併
し

て
市
制
を
敷
き
、
日
田
市
が
誕
生
す
る
。

合
併
の
話
は
大
正
年
間
か
ら
あ
っ
た
と
も
い
い
、
日
田
町
は
町

域
が
せ
ま
く
、
将
来
の
発
展
の
た
め
に
、
周
囲
の
村
と
の
合
併
を

早
く
か
ら
望
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
紀
元
（
皇
紀
）
二
六
〇
〇
年
に
当
た
る
と

さ
れ
た
昭
和
一
五
年
を
迎
え
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
合
併
実
現

へ
と
、
急
速
に
気
運
が
盛
り
あ
が
っ
て
い
っ
た
。

合
併
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
昭
和
一
二
年
に
内
務
省
の
指
定
を

う
け
た
、
日
田
町
・
三
芳
村
・
光
岡
村
・
高
瀬
村
・
朝
日
村
を
区

域
と
す
る
「
日
田
都
市
計
画
」
の
関
係
町
村
で
話
が
す
す
め
ら
れ

て
い
る
。

そ
の
後
、
三
花
・
西
有
田
の
両
村
も
加
え
る
こ
と
で
、
意
見
が

ま
と
ま
っ
た
よ
う
だ
。
し
た
が
っ
て
、
三
花
村
の
場
合
は
合
併
ま

ぢ
か
に
な
っ
て
、
急
ぎ
、
こ
れ
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
実

情
だ
。

合
併
を
勧
め
る
大
分
県
の
方
針
が
示
さ
れ
た
の
は
昭
和
一
五
年

四
月
二
四
日
で
、
そ
の
日
日
田
町
役
場
で
開
か
れ
た
合
併
促
進
懇

談
会
で
、
県
の
相
野
田
総
務
部
長
か
ら
武
内
三
花
村
長
へ
伝
え
ら

れ
た
。
三
花
村
で
は
こ
れ
を
う
け
て
、
四
月
二
八
日
に
全
村
協
議

会
を
開
き
、
三
花
村
を
廃
し
て
、
新
市
に
合
併
す
る
こ
と
を
決
定

し
て
い
る
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当
時
の
武
内
秋
生
村
長
は
、
こ
の
こ
ろ
の
情
況
を
、
の
ち
の
回

顧
談
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 
　

三
花
村
は
平
た
ん
部
と
周
辺
部
に
分
れ
て
い
て
、
平
た
ん

部
は
合
併
に
異
論
な
く
賛
成
で
あ
っ
た
が
、
周
辺
部
に
は
い

ろ
い
ろ
問
題
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
ま
と
め
る
の
に
苦
労
し

た
。
し
か
し
、
財
産
問
顆
は
他
村
の
例
に
な
ら
え
ば
よ
い
で

は
な
い
か
、
ま
た
小
野
村
方
面
に
ま
で
バ
ス
を
運
行
し
て
交

通
を
よ
く
し
、
奥
の
方
に
は
道
路
を
拡
張
し
て
交
通
の
便
を

よ
く
て
い
け
ば
よ
い
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
話
を
す

す
め
た
結
果
、
不
承
ぶ
し
ょ
う
に
賛
成
で
き
た
次
第
で
、
三

花
村
と
し
て
は
合
併
の
お
膳
立
て
に
乗
っ
た
よ
う
な
も
の
で

し
た
。

合
併
条
件
も
出
す

こ
の
と
き
三
花
村
は
、
合
併
の
条
件
と
し
て
幾
つ
か
の
要
求
を

出
し
て
お
り
、
そ
の
ひ
と
つ
に
、「
日
田
町
慈
眼
山
下
ヨ
リ
、
西

有
田
上
手
、
三
花
村
住
吉
ヲ
経
テ
財
津
二
至
ル
市
道
ヲ
開カ
イ

鑿サ
ク

ス
ル

コ
ト
」
と
あ
る
。

ほ
か
に
、「
小
学
校
々
舎
改
築
並
二
運
動
場
ノ
拡
張
ヲ
行
フ
コ

ト
」
な
ど
も
あ
る
が
、
さ
ら
に
希
望
条
件
と
し
て
、
次
の
二
点
な

ど
も
要
求
し
て
い
る
。

○
合
併
後
可
成
急
速
二
低
廉
ナ
ル
料
金
ヲ
以
テ
村
県
道
二
市
営

バ
ス
ヲ
運
行
ス
ル
コ
ト
。

〇
伏
木
及
ビ
龍
ヶ
鼻
、
千
倉
琴
平
社
ヲ
日
田
観
光
地
ト
シ
テ
相

当
ノ
施
設
ヲ
行
フ
コ
ト
。

市
制
施
行
は
一
五
年
一
二
月
一
一
日
で
、
合
併
は
日
田
町
と
そ

の
周
辺
の
三
芳
・
光
岡
・
高
瀬
・
朝
日
・
三
花
・
西
有
田
の
一
町

六
カ
村
。
人
口
は
三
万
六
二
七
一
人
、
全
国
で
一
八
三
番
目
、
県

下
で
は
四
番
目
の
市
制
施
行
だ
っ
た
。

日
田
市
の
誕
生
に
よ
る
初
の
市
会
議
員
選
挙
（
定
員
三
〇
名
）
は
、

翌
一
六
年
一
月
二
四
日
に
旧
町
村
ご
と
の
選
挙
区
で
行
わ
れ
た
。

三
花
地
区
は
第
六
選
挙
区
で
、
定
員
三
名
に
対
し
て
四
名
が
立

候
補
し
、
大
内
甚
六
（
五
九
歳
）・
武
内
秋
生
（
六
〇
歳
）・
日
野

順
一
（
六
四
歳
）
の
三
氏
が
当
選
し
た
。

戸
数
・
人
口
の
推
移

三
花
地
区
の
戸
数
・
人
口
の
推
移
を
示
す
資
料
と
し
て
、「
表
３
」

を
掲
げ
た
。

明
治
初
期
か
ら
約
六
〇
年
経
っ
た
昭
和
一
二
年
で
、
戸
数
は
二
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割
ほ
ど
し
か
増
え
て
な
い
が
、

人
口
は
約
二
倍
に
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
そ
れ
か
ら
六
〇
年

ち
か
い
現
在
、
戸
数
は
倍
増
し

て
い
る
の
に
、
人
口
は
当
時
よ

り
三
四
〇
人
も
減
少
し
て
い

る
。昭

和
一
二
年
当
時
の
、
一
戸

あ
た
り
の
平
均
人
数
が
八
・
三

人
も
あ
っ
た
こ
ろ
を
思
う
と
、

ま
さ
に
隔
世
の
感
が
す
る
。

三
花
村
歴
代
村
長

財
津　

永
義　
　

明
治
22
・
７ 

・
８　
　

大
正
10
・
３
・
31

横
尾
松
之
助　
　

大
正
10
・
５
・
17　
　

大
正
14
・
５
・ 

16

日
野　

盛
太　
　

大
正
14
・
５
・
22　
　

昭
和
４
・ 

５
・
21

日
野　

順
一　
　

昭
和
４ 

・
５
・
22　
　

昭
和
11
・
２
・
29

大
内　

甚
六　
　

昭
和
11
・
３
・
24　
　

昭
和
15
・
３
・
23

武
内　

秋
生　
　

昭
和
15
・
３
・
24　
　

昭
和
15
・
12
・
10

大
分
県
議
会
議
員

武
内　

秋
生
（
清
水
町
）	

昭
和
26
・
４　
　

昭
和
30
・ 

４

荒
川
九
州
男
（
藤
山
町
）	

昭
和
46
・
４　
　

平
成
３ 

・
４

日
田
市
議
会
議
員

大
内　

甚
六
（
財
津
町
）	

昭
和
16
・
１　
　

昭
和
22
・
４

武
内　

秋
生
（
清
水
町
）	

昭
和
16
・
１　
　

昭
和
22
・
４

日
野　

順
一
（
市
ノ
瀬
町
）	

昭
和
16
・
１　
　

昭
和
22
・
４

瀬
戸　

高
治
（
天
神
町
）	

昭
和
22
・
４　
　

昭
和
26
・
４

諫
山　

嘉
市
（
財
津
町
）	

昭
和
22
・
４　
　

昭
和
26
・
４

荒
川
九
州
男
（
藤
山
町
）	

昭
和
22
・
４　
　

昭
和
42
・
３

立
花
作
太
郎
（
清
水
町
）	

昭
和
26
・
４　
　

昭
和
30
・
４

年 村　名 戸数（戸）
人　　　口　　　（人） １戸当り

　平均人数（人）男 女 計
明治１２ 三 和 村

花 月 村
計

２７２
２０９
４８１

７５３
５７８

１，３３１

６６０
５０８

１，１６８

１，４１３
１，０８６
２，４９９

５．２
５．２
５．２

昭和１２ 三 花 村 ５９０ ２，５１６ ２，４０９ ４，９２５ ８．３
平成　５ 三花地区 １，２０４ ２，２１３ ２，３７２ ４，５８５ ３．８

表３　三花地区　戸数・人口の推移

平成５年は、（11 月）住民登録人口
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立
花　

安
永
（
天
神
町
）	

昭
和
26
・
４　
　

昭
和
30
・
４

財
津　
　

徹
（
小
河
内
町
）	

昭
和
26
・
４　
　

昭
和
34
・
４

樋
口
孫
右
衛
門
（
天
神
町
）	

昭
和
38
・
４　
　

昭
和
42
・
４

山
本　

典
宏
（
伏
木
町
）	

昭
和
42
・
５　
　

昭
和
46
・
４ 

			




昭
和
42
・
５　
　

昭
和
58
・
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

昭
和
62
・
５　
　

現
在

金
崎　

可
戟
（　
　
　

）	

昭
和
50
・
５　
　

現
在

立
花　
　

守
（
清
水
町
）	
昭
和
50
・
５　
　

昭
和
62
・
７

諫
本　

一
秀
（
財
津
町
）	
昭
和
54
・
５　
　

現
在

諫
山　

洋
介
（
財
津
町
）	

平
成
３ 
・
５　
　

現
在

四　

市
ノ
瀬
町
、
小
河
内
町
の
沿
革

三
花
地
区
の
う
ち
、
小
河
内
（
大
字
有
田
）
と
市
ノ
瀬
の
両
地

区
は
、
江
戸
時
代
は
森
藩
に
属
し
て
い
た
の
で
、
花
月
地
区
の
な

か
で
も
他
と
こ
と
な
っ
た
沿
革
を
た
ど
っ
て
い
る
。

市
ノ
瀬
町　
　

江
戸
時
代
は
森
藩
領
市
ノ
瀬
村
。
明
治
四
年
七

月
森
藩
を
改
め
て
森
県
と
な
る
。
同
年
一
一
月
大
分
県
に
編
入
。 

第
八
大
区
一
小
区
。
明
治
八
年
三
月
に
藤
山
、
秋
原
、
伏
木
、
台

の
四
村
と
合
併
し
て
花
月
村
と
な
る
。

な
お
、
北
平
（
大
字
有
田
）
は
森
藩
領
の
小お

寒そ
う

水ず

村
に
所
属
し

て
い
た
よ
う
だ
。
明
治
期
に
入
り
小
寒
水
村
に
併
合
さ
れ
、
さ
ら

に
明
治
四
年
、
第
八
大
区
一
小
区
に
編
入
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
有

田
村
（
明
治
八
年
）
→
西
有
田
村
（
明
治
二
二
年
）
の
所
属
を
経
て
、

昭
和
一
五
年
の
日
田
市
誕
生
の
と
き
、市
ノ
瀬
町
に
編
入
さ
れ
る
。

小
河
内
町　
　

江
戸
時
代
は
森
藩
領
小
河
内
村
。
当
時
の
小
河

内
村
は
市
ノ
瀬
川
の
左
岸
（
大
字
有
田
）
だ
け
で
、
小
寒
水
村
の

支
村
。
右
岸
（
大
字
花
月
）
は
、
幕
府
領
の
伏
木
村
に
所
属
し
て

い
た
。

森
藩
領
の
市
ノ
瀬
川
左
岸
は
、
明
治
期
に
入
り
小
寒
水
村
に
併

合
さ
れ
、
明
治
四
年
に
第
八
大
区
一
小
区
に
編
入
さ
れ
る
。
そ
の

あ
と
、
有
田
村
（
明
治
八
年
）
→
西
有
田
村
（
明
治
二
二
年
）
に
所
属

し
て
、
昭
和
一
五
年
の
日
田
市
制
施
行
の
さ
い
に
、
右
岸
（
大
字

花
月
）
地
区
と
と
も
に
小
河
内
町
と
な
る
。

五　

大
字
と
字
と
行
政
区
画
割

現
在
の
大
字
や
字
は
、明
治
八
年
の
合
併
で
生
ま
れ
た
三
和
村
、

貞
清　

秋
夫
（
清
水
町
）

財
津
町

出　

身
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花
月
村
の
区
画
が
そ
の
ま
ま
残
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
明

治
二
二
年
の
両
村
の
合
併
に
よ
る
三
花
村
の
誕
生
の
さ
い
、
国
の

方
針
と
し
て
、
旧
村
名
を
大
字
の
名
称
と
し
て
残
す
こ
と
を
保
証

し
た
と
い
う
経
緯
も
あ
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
三
花
の
な
か
で
も
、
小
河
内
町
の
一
部
（
市
ノ
瀬

川
左
岸
）と
市
ノ
瀬
町
の
北
平
は
、旧
有
田
村
に
属
し
て
い
た
た
め
、

当
時
の
名
称
の
ま
ま
、
大
字
有
田
字
小
河
内
お
よ
び
北
平
と
し
て

残
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

昭
和
一
五
年
の
市
制
施
行
に
よ
っ
て
、
旧
村
名
を
廃
し
、
新
し

く
日
田
市
の
行
政
区
画
割
が
で
き
る
が
、
大
字
と
字
に
つ
い
て
は

従
前
の
名
称
、
大
字
三
和
字
○
○
、
大
字
花
月
字
○
○
が
受
け
つ

が
れ
る
。

ま
た
各
地
区
の
町
名
決
定
に
よ
り
、
天
神
、
清
水
、
財
津
、
藤

山
、
秋
原
、
市
ノ
瀬
、
伏
木
、
小
河
内
の
八
町
が
生
ま
れ
る
。
こ

れ
ら
の
町
は
、
江
戸
時
代
の
村
の
村
域
を
ほ
ぼ
そ
の
区
域
と
し
て

い
る
。
旧
台
村
の
区
域
は
、
秋
原
町
に
統
合
し
た
。

三
花
地
区
の
沿
革
（
明
治
以
降
）

市
ノ
瀬
村

小
寒
水
村

羽
野
村

用
松
村

財
津
村

天
神
町

清
水
町

財
津
町

有
田
町

中
尾
町

三
池
町

上
手
町

石
松
町

坂
井
町

三
ノ
宮
町

尾
当
町

藤
山
町

秋
原
町

伏
木
町

市
ノ
瀬
町

小
河
内
町

藤
山
村

秋
原
村

中
尾
村

西
池
辺
村

上
手
村

石
松
村

坂
本
村

台

村

伏
木
村

西有田村

西有田村 三 花 村

日 田 市

有 田 村 花 月 村 三 和 村

︵
小
河
内
右
岸
︶ 明

治
８
・
３
・

︵
台
︶

︵
北
平
︶

︵
右
・
左
岸
合
併
︶

︵
小
河
内
左
岸

・
北
平
︶

西有田地区 三 花 地 区
（７町村合併）

13

明
治
　
・
４
・
１

22

昭
和
　
・
　
・

15
12

11
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第
三
節　

郷
土
の
地
名

一　

三
花
の
地
名

「
三
花
」と
い
う
地
名
は
、古
く
て
由
緒
の
あ
る
も
の
で
は
な
く
、

明
治
二
二
年
の
三
和
・
花
月
両
村
の
合
併
の
さ
い
に
、
両
村
名
か

ら
一
字
ず
つ
と
っ
て
名
づ
け
た
も
の
だ
。

合
併
時
の
新
名
称
に
つ
い
て
は
、
国
の
指
導
で
、
数
町
村
の
対

等
合
併
の
場
合
は
、「
各
町
村
ノ
旧
称
ヲ
参
互
折
衷
ス
ル
等
勉
メ

テ
民
情
二
背ハ
イ

馳チ

セ
ザ
ル
コ
ト
」
と
さ
れ
た
の
で
、
指
導
ど
お
り
に

命
名
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
三
和
村
は
、
羽
野
・
用
松
・
財
津
の

三
村
合
併
（
明
治
八
年
）
の
と
き
に
、
三
村
の
三
と
和
（
仲
よ
く
す

る
の
意
）
を
組
合
わ
せ
て
名
づ
け
て
い
る
。

同
じ
よ
う
に
明
治
八
年
の
合
併
で
、
藤
山
・
秋
原
・
市
ノ
瀬
・

伏
木
・
台
の
各
村
は
、
古
い
村
名
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
新
し
い
村
名

を
「
花は
な

月つ
き

」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
花
月
川
の
名
に
も
由
来
す
る

よ
う
に
、
古
く
か
ら
あ
る
「
花
月
」
の
小
字
名
に
ち
な
ん
だ
も
の

と
思
わ
れ
る
。

「
花
月
」
は
花
月
川
上
流
の
「
大
阪
砕
石
（
株
）」
一
帯
の
小
字

名
で
、『
豊
後
国
日
田
郡
村
誌
』
の
「
花
月
村
」
に
も
、「
花
月
川　

源
ヲ
本
村
字
花
月
殿
二
発
シ
南
流　
　
　

」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い

る
。世

阿
弥
作
、
謡
曲
の
「
花か

月げ
つ

」
は
、
彦
山
の
ふ
も
と
で
男
の
子

と
暮
ら
し
て
い
た
左
衛
門
と
い
う
者
が
、
そ
の
子
が
七
歳
の
と
き

に
天て
ん

狗ぐ

に
さ
ら
わ
れ
た
の
で
、
出
家
し
て
諸
国
を
行
脚
し
、
都
の

清
水
寺
で
「
花
月
」
と
名
乗
る
わ
が
子
と
巡
り
合
う
話
で
あ
る
。

こ
の
謡
曲
「
花
月
」
が
日
田
の
「
花
月
」
に
由
来
す
る
と
の
説

も
あ
り
、
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
興
味
を
ひ
く
も
の
が
あ

る
。花

月
は
、
い
ま
「
カ
ゲ
ツ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
旧
村
の
こ

ろ
は
「
ハ
ナ
ツ
キ
村
」
で
あ
る
。
そ
れ
が
い
つ
か
「
カ
ゲ
ツ
」
と

音
読
み
に
な
り
、
い
ま
は
市
で
も
「
花か

月げ
つ

」
で
統
一
し
て
い
る
よ

う
だ
。

な
お
、
ハ
ナ
ツ
キ
の
語
源
に
つ
い
て
は
、
小
字
「
花
月
」
地
域

の
地
形
か
ら
、「
鼻
突
き
」
と
す
る
説
が
あ
り
、
地
名
が
地
形
に

由
来
す
る
事
例
の
多
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
う
な
ず
け
る
も
の
が

あ
る
。



16

１　
田
籠
の
由
来

三
花
地
区
の
古
く
か
ら
の
集
落
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
山
す

そ
や
台
地
の
ふ
も
と
に
張
り
つ
く
よ
う
に
広
が
り
、
傾
斜
地
に
連

な
っ
た
集
落
も
少
な
く
は
な
い
。

こ
れ
は
山
す
そ
で
風
を
よ
け
、
ま
た
高
所
で
浸
水
を
防
ぐ
ね
ら

い
も
あ
ろ
う
が
、
ま
ず
な
に
よ
り
、
耕
地
と
し
て
の
水
田
を
つ
ぶ

さ
せ
さ
ぬ
た
め
で
あ
ろ
う
。

い
ま
で
も
、
そ
う
し
た
集
落
の
裏
山
あ
た
り
で
、
屋
敷
跡
と
思

わ
れ
る
苔こ
け

む
し
た
石
垣
な
ど
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、も
っ
と
古
い
時
代
に
は
、住
居
は
か
な
り
高
い
所
に
あ
っ

て
、
低
地
に
あ
る
水
田
を
耕
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
る
。

そ
れ
を
裏
づ
け
る
の
が
、財
津
町
に
あ
る
「
田た

籠ご
も
り」
の
地
名
で
、

そ
の
由
来
と
し
て
次
の
よ
う
な
伝
承
が
残
っ
て
い
る
。

む
か
し
、
財
津
家
の
先
祖
は
裏
山
の
中
腹
あ
た
り
に
住
居
を
構

て
い
た
。
家
が
高
所
に
あ
る
た
め
、
稲
作
で
の
田
の
水
あ
て
や
、

田
の
草
と
り
な
ど
の
忙
し
い
時
期
に
な
る
と
、
ふ
も
と
の
田
の
そ

ば
に
あ
る
小
屋
に
寝
泊
り
し
て
仕
事
を
し
て
い
た
と
い
う
。
つ
ま

り
、
農
作
業
の
た
め
に
「
田
に
籠
っ
た
」
こ
と
か
ら
田
籠
と
呼
ば

れ
、そ
れ
が
地
名
と
な
っ
て
今
日
に
残
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

２　
由
緒
を
語
る
地
名

巻
末
の
付
録
に
、
三
花
地
区
の
字
名
を
地
番
も
い
れ
て
一
覧
に

し
た
。

『
日
田
市
史
』
の
「
日
田
市
域
大
字
別
字
一
覧
」
を
引
用
さ
せ

て
も
ら
っ
た
が
、
読
み
に
か
な
り
誤
り
が
み
ら
れ
た
の
で
、
調
査

し
て
で
き
る
だ
け
正
確
を
期
し
た
。
ま
た
、
そ
の
呼
び
方
に
つ
い

て
は
、
各
町
ご
と
に
調
査
を
お
願
い
し
た
。

地
名
は
、「
古
代
語
の
化
石
」
と
も
い
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

名
が
意
味
を
も
つ
も
の
だ
。

天
神
町
の
例
で
は
、「
城
ノ
辻
」
や
「
上
屋
敷
・
下
屋
敷
」
は
、

羽
野
氏
の
山
城
や
屋
敷
の
跡
を
あ
ら
わ
し
、
清
水
町
の
「
小
塚
」

に
は
、
い
ま
も
古
墳
が
残
っ
て
い
る
。
千
倉
の
「
割わ
れ

石い
し

」
に
は
、

自
然
に
ふ
た
つ
に
割
れ
た
と
思
わ
れ
る
大
き
な
石
が
並
ん
で
お

り
、「
舟ふ
な

石い
し

」に
は
、山
の
な
か
に
舟
の
形
そ
っ
く
り
の
巨
石
が
あ
っ

て
、
地
名
の
由
来
を
物
語
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
一
部
の
地
名
（
字
名
）
を
の
ぞ
い
て
、
い
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ま
で
は
地
名
の
も
つ
意
味
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
も
の
が
多
い
。

旧
村
名
の
羽
野
・
用
松
・
財
津
・
藤
山
・
秋
原
・
市
ノ
瀬
・
伏
木
・ 

小
河
内
の
地
名
の
由
来
も
わ
か
っ
て
い
な
い
し
、
付
録
に
掲
げ
た

多
く
の
字
名
も
同
様
で
あ
る
。

い
つ
か
、
三
花
地
区
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
地
名
の

由
来
が
解
明
さ
れ
る
日
を
期
待
し
た
い
。

地
名
は
、
な
ま
っ
て
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
天
神
町
の
「
慶け
い

徳と
く

」
を
古
老
は
「
キ
ー
ト
コ
」
と
な
ま
っ
て
呼
び
、
こ
う
し
た
例

は
ほ
か
に
も
多
く
み
ら
れ
る
。

「
三
和
・
花
月
字
名
一
覧
」
で
は
、
で
き
る
だ
け
地
元
の
呼
び

方
に
よ
っ
た
が
、
な
ま
り
の
扱
い
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
向
き
も

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

自
分
の
住
む
地
域
の
地
名
に
は
、
だ
れ
で
も
関
心
が
あ
る
は
ず

だ
。
地
名
の
由
来
を
調
べ
、
理
解
が
す
す
め
ば
、
郷
土
に
た
い
す

る
愛
着
も
い
っ
そ
う
深
ま
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

船の形をした「船石」


